
■タイ・ラオス・日本：ラオスでの水力発電プロジェクト始動 

EGAT International Co.（タイ発電公社の子会社）は2013年3月2日、ラオスのLao Holdings State 

Enterprise（LHSE：政府系投資会社）とKPIC Netherlands BV（KPICN：関西電力の子会社）の

2社と合弁会社（NN1PC：Nam Ngiep 1 Power Co.）を設立し、年内にラオスのナムニエップ川で

Nam Ngiep第1水力発電所（28万9,000kW）の建設工事に着工すると発表した。発電所の完成予定

は2019年末で、発電された電力はタイ発電公社（EGAT）とラオス電力公社（EDL）に売却される。

NN1PCへの出資比率は、EGAT International 30％、LFSE 25％、KPICN 45％。 

 


